
平
成
三
十
一
年
三
月
六
日
提
出

質

問

第

八

〇

号

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
遡
及
改
訂
や
共
通
事
業
所
の
賃
金
変
化
率
の
実
質
化
の
必
要
性
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
遡
及
改
訂
や
共
通
事
業
所
の
賃
金
変
化
率
の
実
質
化
の
必
要
性
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

政
府
は
、
一
月
十
一
日
に
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
い
て
全
数
調
査
す
る
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
一
部
抽
出
調
査
で
行
っ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
こ
れ
ま
で
の
毎
月
勤
労
統
計
が
不
正
な
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
公
表

し
、
過
去
の
確
定
し
た
デ
ー
タ
の
再
集
計
、
公
表
を
行
う
と
と
も
に
、
再
集
計
値
に
基
づ
く
追
加
給
付
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
月
二
十
二
日
に
は
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
等
に
関
す
る
特
別
監
察
委
員
会
に
よ
り
「
毎
月
勤
労
統
計
調

査
を
巡
る
不
適
切
な
取
扱
い
に
係
る
事
実
関
係
と
そ
の
評
価
等
に
関
す
る
報
告
書
」
が
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
百
三
十
一
回
統
計
委
員
会
で
は
、
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
調
査
や
再
集
計
等
に
関
す

る
様
々
な
資
料
が
提
出
さ
れ
、
経
緯
等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
、
「
毎
月
勤
労
統
計：

賃
金
デ
ー
タ
の
見
方
〜
平
成
三
十
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
標
本
交
替
等

の
影
響
を
中
心
に
〜
」
（
以
下
、
「
賃
金
デ
ー
タ
の
見
方
」
と
い
う
。
）
の
中
で
、
「
統
計
委
員
会
は
「
『
労
働
者
全
体
の

賃
金
の
水
準
は
本
系
列
、
景
気
指
標
と
し
て
の
賃
金
変
化
率
は
共
通
事
業
所
を
重
視
し
て
い
く
』
こ
と
が
適
切
」
と
し
て
い

一



る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
統
計
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。
す
な
わ
ち
、

な
ぜ
、
景
気
指
標
の
賃
金
変
化
率
と
し
て
重
視
す
べ
き
は
本
系
列
で
は
な
く
、
共
通
事
業
所
を
重
視
す
べ
き
と
統
計
委
員
会

が
判
断
し
た
の
か
を
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
な
ぜ
そ
の
こ
と
を
統
計
委
員
会
が
見
解
と
し
て
対
外
的
に
示
し
た
の
か
に
つ

い
て
も
、
そ
の
目
的
、
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

統
計
委
員
会
の
「
景
気
指
標
と
し
て
の
賃
金
変
化
率
は
共
通
事
業
所
を
重
視
し
て
い
く
」
と
い
う
見
解
を
踏
ま
え
る
と
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
、
景
気
指
標
と
し
て
重
視
す
る
賃
金
変
化
率
は
共
通
事
業
所
の
数
値
で
す
が
、
そ
の
共
通
事

業
所
の
二
〇
一
八
年
の
名
目
賃
金
の
変
化
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
。

三

毎
月
勤
労
統
計
の
「
共
通
事
業
所
」
の
賃
金
の
実
質
化
を
め
ぐ
る
論
点
に
係
る
検
討
会
は
、
何
回
程
度
開
催
し
て
、
い
つ

ま
で
に
結
論
を
出
す
予
定
で
す
か
。
本
年
三
月
末
ま
で
に
は
、
結
論
を
出
す
見
込
み
で
す
か
。

四

「
賃
金
デ
ー
タ
の
見
方
」
に
あ
る
「
サ
ン
プ
ル
入
替
え
前
後
の
賃
金
の
集
計
結
果
の
差
」
に
つ
い
て
、
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

更
新
に
よ
る
寄
与
」
が
賃
金
の
集
計
結
果
の
差
を
プ
ラ
ス
（
上
振
れ
）
に
す
る
こ
と
は
、
い
つ
把
握
し
ま
し
た
か
。
ま
た
、

把
握
し
た
際
に
、
常
用
労
働
者
五
人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
の
「
き
ま
っ
て
支
給
す
る
給
与
」
に
つ
い
て
、
「
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
更
新
に
よ
る
寄
与
」
が
〇
�
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
当
初
）
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
か
。 二



五

「
賃
金
デ
ー
タ
の
見
方
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
に
お
い
て
、
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い
て
過
去
へ
の
遡

及
訂
正
を
行
わ
な
い
。
」
こ
と
は
、
い
つ
決
定
し
ま
し
た
か
。
決
定
し
た
時
に
は
、
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
に
よ
る
寄
与
」

に
よ
り
、
賃
金
の
集
計
結
果
の
差
が
プ
ラ
ス
（
上
振
れ
）
に
な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
し
た
か
。

六

二
〇
一
五
年
六
月
三
日
の
第
一
回
毎
月
勤
労
統
計
の
改
善
に
関
す
る
検
討
会
で
、
姉
崎
統
計
情
報
部
長
（
当
時
）
が
、

「
今
年
の
一
月
に
三
年
ぶ
り
に
サ
ン
プ
ル
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
を
入
れ
替
え
ま
す
と
、
旧
サ
ン
プ
ル
と

新
サ
ン
プ
ル
の
間
で
ズ
レ
が
生
じ
ま
す
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
調
整
す
る
た
め
に
、
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
け

れ
ど
も
、
指
数
等
を
過
去
に
遡
っ
て
改
訂
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
す
。
賃
金
の
動
き
が
、
今
月
上
が
っ
た
、
下
が
っ
た
、

ど
の
ぐ
ら
い
上
が
っ
た
と
注
目
さ
れ
て
い
る
中
で
、
い
き
な
り
過
去
の
三
年
間
に
遡
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
一

部
で
は
、
人
騒
が
せ
な
統
計
だ
と
か
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
と
か
、
毎
月
勤
労
統
計
シ
ョ
ッ
ク
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
で
大

変
騒
が
れ
た
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
御
意
見
を
各
方
面
か
ら
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
発
言
し
た
こ

と
が
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る
議
事
録
で
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
発
言
に
あ
る
、
「
人
騒
が
せ
な
統
計
だ
と
か
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
だ
と
か
、
毎
月
勤
労
統
計
シ
ョ
ッ
ク
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
で
大
変
騒
が
れ
た
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
御

意
見
を
各
方
面
か
ら
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
」
が
わ
か
る
報
道
や
資
料
に
つ
い
て
、
報
道
し
た
媒
体
の
名
称
、
日
付
あ
る
い

三



は
資
料
の
名
称
を
、
網
羅
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
主
な
も
の
を
三
件
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
意
見
に

対
応
し
て
、
毎
月
勤
労
統
計
の
改
善
に
関
す
る
検
討
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
定
者
を
示
し
て
下
さ
い
。

七

二
〇
一
五
年
三
月
に
、
姉
崎
統
計
情
報
部
長
（
当
時
）
が
中
江
首
相
秘
書
官
（
当
時
）
か
ら
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
改

善
の
可
能
性
に
関
す
る
問
題
意
識
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
姉
崎
統
計
情
報
部
長
（
当
時
）
は
、
中
江
首
相
秘
書
官
（
当
時
）
か
ら
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
改
善
の

可
能
性
に
関
す
る
問
題
意
識
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
村
木
厚
生
労
働
事
務
次
官
（
当
時
）
に
報
告
し
ま
し
た
か
。
報
告
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
付
を
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
報
告
は
、
口
頭
で
行
わ
れ
た
か
、
も
し
く
は
書
面
や
資
料
と

と
も
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
示
し
て
下
さ
い
。

八

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
関
し
て
、
二
〇
一
三
年
以
降
、
統
計
情
報
部
長
も
し
く
は
そ
れ
に
相
当
す
る
役
職
の
者
が
、
厚
生

労
働
事
務
次
官
に
報
告
し
た
事
例
を
示
し
て
下
さ
い
。

九

毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
、
「
賃
金
デ
ー
タ
の
見
方
」
に
あ
る
共
通
事
業
所
に
つ
い
て
、
実
質
賃
金
の
変
化
率
を
掲
載
・
公

表
し
な
い
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。
そ
の
上
で
、
共
通
事
業
所
に
つ
い
て
景
気
指
標
と
し
て
の
賃
金
変
化
率
で
あ
る
、
二
〇

一
八
年
各
月
の
名
目
賃
金
の
変
化
率
は
示
し
て
い
ま
す
が
、
名
目
賃
金
の
変
化
率
は
掲
載
・
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

四



に
、
実
質
賃
金
の
変
化
率
を
掲
載
・
公
表
で
き
な
い
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

十

二
〇
一
九
年
三
月
一
日
の
予
算
委
員
会
で
、
根
本
厚
生
労
働
大
臣
は
、
「
共
通
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
実
質
化
す
べ
き
と

い
う
意
見
も
あ
る
一
方
で
、
（
中
略
）
指
数
化
に
す
る
と
い
う
の
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
は
課
題
が
あ

る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
共
通
事
業
所
に
つ
い
て
、
名
目
賃
金
の
変
化
率
は
、
指
数
化
す
る
こ
と
な
く
掲
載
・
公
表
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
賃
金
の
変
化
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
の
み
、
指
数
化
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
を
示
し
て
下

さ
い
。

右
質
問
す
る
。

五


